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第１章 計画の策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨 

山形市では、市民の健康増進の総合的な推進を図るため、健康増進法に基づき、健康づく

り計画を策定し各種施策を推進しています。現行の第２次計画である第２次健康づくり２

１（以下、「第２次健康づくり計画」という）は、平成２５（２０１３）年度に策定され、

「市民主体・市民参加による健康づくりの推進」、「健康づくり関係団体との連携」、「一次予

防と重症化予防の重視」、「心身両面にわたる健康づくりの推進と健康寿命※の延伸」を基本

方針として、市民の健康づくりに取り組んできました。 

 平成３１（２０１９）年度には、中核市移行に伴い山形市保健所を開設し、市民の健康寿

命※を損なう三大原因（認知症・運動器疾患※・脳血管疾患）を予防するため、食事（Ｓ）、

運動（Ｕ）、休養（Ｋ）、社会参加（Ｓ）、禁煙・受動喫煙防止（Ｋ）に留意するＳＵＫＳＫ

生活を提唱し、市民に対する周知啓発やＳＵＫＳＫ生活を実践するための機会を創出する

取組などを推進してきました。また、保健所内に医師や保健師等の専門職の知見を活用した

シンクタンク※を設置するなど、市民の健康の保持増進を効果的に推進するための取組も実

施してきました。 

 第２次健康づくり計画に基づき様々な取組を実施してきた結果、本市における平均寿命※

と健康寿命※は双方ともに延伸し、また、後期高齢者数が増加している中でも、健康寿命※に

大きな影響を与える要介護２以上の認定者の割合も減少傾向となっています。さらに、健康

寿命※を阻害する三大原因（認知症・運動器疾患※・脳血管疾患）により要介護２以上の認定

を受けた方の人数及び割合も減少しています。これらのことから、ＳＵＫＳＫ生活の推進に

関する施策等が市民の健康に対する意識向上を促進し、健康寿命※の延伸等に効果を発揮し

たものと考えられます。 

 第２次健康づくり計画の終期を迎え、こうした動きを更に加速するため、本計画において

も、健康施策の基本軸であるＳＵＫＳＫ生活の推進をより一層強化するとともに、山形市の

課題である急性心筋梗塞や胃がんなどの死亡率の低下を目指し、特定健診や各種がん検診

の更なる充実や、医学的データに基づくエビデンスに基づいた政策立案など、健康施策と医

療施策の一体的な取組を推進していきます。また、本計画の計画期間においては、少子化や

高齢化の更なる進行、総人口や生産年齢人口の減少、単身世帯の増加、女性の社会進出、仕

事と育児・介護との両立や多様な働き方の広まり、高齢者の就労拡大、あらゆる分野でのＤ

Ｘ※の加速など、大きな社会変化が予測されます。著しい社会変化の中において、それぞれ

のライフステージにある市民一人ひとりの心身の健康を増進し、更なる健康寿命※の延伸に

向けて、市民・行政・関係者等が連携して本計画を推進していきます。 

 

２ 計画の位置づけ 

（１）本計画の対象範囲 

健康増進法に基づき、市民の健康増進の推進に資する施策を基本とし、成育医療等基本方

針に基づく計画と歯科口腔保健計画を包含した計画とします。 

 

 



2 

（２）山形市発展計画２０３０との関連性 

①健康分野に係る施策を基本とし、特定健診やがん検診、山形市特有の健康課題の解決

に資する医療分野に係る施策の一部を含みます。 

②健康日本２１（第三次）における「自然に健康になれる環境づくり」に関連する公共交

通や都市整備分野等に係る各種施策を一部含みます。 

③介護予防など、福祉分野に係る各種施策とも連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画期間 

計画期間は令和７（２０２５）年度から令和１７（２０３５）年度までの１１年間とし、

山形市発展計画の改定に合わせて、令和１１（２０２９）年度に中間評価を実施します。 

なお、社会経済情勢や地域社会の変化等を踏まえ、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

健康 

医療 

福祉 

公共交通 

都市整備など 

山形市発展計画

2030 
個別計画 国：健康日本２１ 

本計画 

各福祉計画 

各個別計画 

健康寿命の延伸・ 

      健康格差の縮小 

個人の行動と健康状態の改善

（生活習慣改善、生活習慣病の

発症予防/重症化予防、生活機

能の維持・増進） 

社会環境の質の向上 

（社会とのつながり・こころの

健康の維持及び向上、自然に健

康になれる環境づくり、誰もが

アクセスできる健康増進のた

めの基盤の整備） 

 
 本計画（一部含む） 

 

+ 

+ 本計画 

●個人の健康促進 

●病気の予防 

ポイント 

●病気の治療 

●病気のケア 

●健康につながる 

 環境づくり 

●生活支援 

●医療・介護提供 



3 

４ 計画策定の考え方 

（１）～（３）の考え方を踏まえ、施策や具体的取組を検討しています。 

 

（１）国による「健康日本２１」等の基本的な方向を踏まえた検証 

国は「全ての国民が健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会の実現」というビジョン 

のもと、「誰一人取り残さない健康づくりの展開」や「より実効性をもつ取組の推進」に取

り組むため、①健康寿命※の延伸・健康格差の縮小②個人の行動と健康状態の改善③社会環

境の質の向上④ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり、の４つの基本的な方向を

示しています。 

また、県は、基本理念に「『健康長寿日本一』の実現」を掲げ、「『健康寿命※を延ばす』～ 

平均寿命※の延びを上回る健康寿命※の延伸～」を目標とし、取組方針に「県民主体の取組み

の推進」「健康づくりを支援する環境整備の推進」を示しています。 

 本計画は、健康増進法に基づき、これらの国や県の考え方を勘案しながら策定しています。 

 

（２）山形市のこれまでの取組に関する検証 

本計画は、以下の３つの視点により、これまでの山形市の取組に関する検証を行った上で

策定しています。 

① 第２次健康づくり計画（平成２５（２０１３）年度～） 

  ② ＳＵＫＳＫ生活の推進（令和元（２０１９）年度～） 

  ③ シンクタンク※による分析（令和元（２０１９）年度～） 

②、③は、保健所設置以降の成果と課題の検証 

 

（３）バックキャスティング※による視点を踏まえた検証 

社会課題の複雑化や住民ニーズの多様化など、人々や社会を取り巻く環境が大きく変化

しています。こうした状況の中、山形市の最上位計画である山形市発展計画２０３０では、

高齢者人口がピークを迎え、様々な課題が顕在化するとされる令和２２（２０４０）年を起

点に、想定される山形市の課題から、本来あるべき姿の実現に向けて、今後５年間で取り組

むべき施策を検討するバックキャスティング※の視点により計画を策定しています。 

今後、人口構造の変化に伴う医療・介護サービスにおける需給ギャップの拡大や、未婚率 

の上昇に伴う単身世帯の増加等による地域内における関係性の希薄化など、健康医療分野

を取り巻く状況も大きく変化することが想定されます。 

これらの状況を踏まえ、本計画の策定においてもバックキャスティング※の視点を用いる 

こととし、これにより山形市発展計画２０３０との整合性を図り、「健康医療先進都市」の

実現に資する施策や具体的取組を定めています。 

 


